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建設省斐伊川神戸川総合開発工事事務所においては、『現代のおろち退治』といわれ

る斐伊川神戸川両水系を一体とした治水計画の一環として、斐伊川の上流に尾原ダム、

神戸川の上流に志津見ダムを建設し、下流域の洪水の調節及び水道用水の確保等を目的

とした多目的ダム建設事業を進めています。

ダムの事業用地内の埋蔵文化財については、文化財保護の主旨に則り関係機関と協議

しながら必要な調査を実施し、記録の保存につとめています。

志津見ダム建設事業においても、島根県教育委員会と協議をし、同教育委員会や頓原

町教育委員会の協力のもとに平成元年度より発掘調査を実施しているところです。

本報告書は、平成 9・ 10年度に実施した神原 I・ I遺跡の調査結果をまとめたもので

す。本書が郷土の埋蔵文化財に関する貴重な資料として、学術及び教育のために広 く利

用されることを期待します。

最後に今回の発掘調査及び本書の編集にあたり、ご指導ご協力頂きました島根県教育

委員会ならびに関係者各位に対し謝意を表します。

平成12年 3月

建設省中国地方建設局

斐伊川神戸川総合開発工事事務所

所 長 三 宅 且 仁



島根県教育委員会では、建設省中国地方建設局の委託を受け平成元 (1989)年度から

志津見ダム建設予定地内の埋蔵文化財発掘調査を行っています。

志津見ダムが建設される神戸川は、中国山地に源を発し、日本海に向け北流すること

から、古 くは陰陽を結が交通路としての役割を担っていました。また、神戸川の西に答

える三瓶山は、『出雲国風上記』には「佐比賣山」と記される秀麗な山容を誇っていま

すが、その生い立ちは今から約10万年前から噴火を繰り返した火山です。

本書で報告する神原 I・ Ⅱ遺跡は、平成 9・ 10年度に発掘調査を実施したもので、縄

文時代の前期から近代に及ぶ間の住居跡や生業にかかわる遺構・遺物が確認され、この

地域の歴史を考える上で貴重な資料が得られました。

本書がこの地域の歴史・文化の理解や歴史学習などに役立てば幸いに思います。

終わりに、発掘調査及び本書の作成に当たり、建設省斐伊川神戸川総合開発工事事務

所をはじめ各方面からご協力・ご指導を賜りましたことに対し、心より感謝申し上げます。

平成12年 3月

島根県教育委員会

教育長 山 崎 悠 雄



例

1.本書は、1997(平成 9)。 1998(平成10)の両年度にわたって、島根県荻育委員会が建設省中

国局の委託を受けて実施した、志津見ダム建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査のうち、下記の遺

跡の調査報告書である。

神原 I遺跡 島根県頓原町大字志津見字神原所在
神原I遺跡 島根県頓原町大字志津見字神原所在

2.図中の方位は、国土調査法による第Ⅲ座標系X軸の方向を指している。

3.本書で使用した遺構記号は以下の通りである。

SI(竪穴住居跡)、 SB(掘立柱建物跡)、 SK(土坑)、 SD(溝 )

4.遺物の実測は主に錦織稔之、坂根健悦、佐藤幸子、手銭誠が行い、鳥谷芳雄、野中洋子、高橋

啓子、板垣見知子、羽島ひとみがこれに加わった。また、遺構・遺物実測図の浄書・掲載図面の

作成は、主に清水聡子、野中洋子、高橋啓子、板垣見知子、羽島ひとみがあたった。写真は調査

員が撮影したものである。

5。 出土遺物のうち、近世陶磁器は有田町立歴史民俗資料館村上伸之学芸員に、中世陶磁器は広島

県立美術館村上勇学芸員にご教示いただいた。また、石器の石材鑑定は島根大学総合理工学部教

授高須晃氏に鑑定していただいた。ともに記して感謝したい。

6.発掘作業 (発掘作業員雇用、測量発注ほか)については、島根県教育委員会から中国建設弘済

会へ委託して実施した。

社団法人 中国建設弘済会島根支部
布村幹夫 (現場事務所長)、 原 博明、持田明典、金山浩司 (技術員)、 市川美奈 (事務員)

7.調査に当たっては、別途調査指導の方の他に次の方々にも有益な指導助言と協力をいただいた。

松本岩雄、柳浦俊一、角田徳幸、田中迪亮、山崎順子

8,本書の編集・執筆は鳥谷芳雄、錦織稔之、田中勝、坂根健悦、佐藤幸子が行い、校正作業に守

屋かおる、来海順子の協力を得た。

9.出土遺物および実測図・写真は、島根県教育庁埋蔵文化財調査センター (松江市打出町33番地

で保管している。

H
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I 調査に至る経緯と経過

1.調査に至ろ経緯

志津見ダムは、斐伊川・神戸川治水計画の一環として建設される洪水調整用のダムである。湛水

地域は、島根県飯石郡頓原町大字角井から大字志津見にまたがり、面積は230‐m2に及が。これまで

の発掘調査や分布調査によれば、ダムの湛水地域はもとより生活再建地や道路付け替え工事など関

連事業を含め、事業地内には31か所の遺跡が確認されており、現在までにこのうち20か所近くが調

査を終了している。

神原 I・ I遺跡は、飯石郡頓原町大字志津見に所在し、神戸川の右岸側にあって同一の段丘地形

上の緩やかな斜面に隣り合う遺跡である。ダム建設計画の中では、国道184号線と県道川本波多線

の付け替え予定地に程近い、湛水地域

および道路予定地とされた箇所である。

この二つの遺跡は、ダム用地決定後の

遺跡分布調査で確認されたもので、当

初は所在地の地名をとって下流側の遺

跡を「森脇遺跡」、上流側の遺跡を「神

原遺跡」と呼んでいた。しかし、今回

の発掘調査を実施中に再度字名を調べ

たところ、「森脇」は対岸の地点を呼が

字名であることが判明したため、遺跡

名を変更、両遺跡地内が字名「神原」

で同一であることを確認したうえで、

それまでの「神原遺跡」 (十日)を「神原

I遺跡」(新)に、また「森脇遺跡」(十日)

を「神原Ⅱ遺跡」 (新)に改めた経緯が

ある。なお分布調査では、神原 I・ I

遺跡とも集落遺跡の可能性が強いもの

とみられたところで、その面積はおよ

そ前者が20000142、 後者が32000142ぁ る

ものと推定された。遺跡は名称上、二

つに分かれてはいるが、両遺跡が立地

する地形や、また後述する調査結果な

どを踏まえれば、両者は一連の遺跡と

みて差し支えない。

2.調査の経過
97年度の志津見ダム発掘調査は、神

原 I遺跡、神原I遺跡、小九遺跡の 3

第 1図 神原 I・ I遺跡の位置図
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力所について実施した。また、98年度においては神原I遺跡・小丸遺跡 。殿淵山遺跡・獅子谷遺跡

の 4カ所について発掘調査を行った。このうち、神原 I・ I遺跡の調査については両年度、次のよ

うな経過を辿った。

まず96年度の段階で、建設省から二つの遺跡対象地のうち、トンネルエ事とこれに伴う工事用道

路、および道路建設に伴う橋脚工事部分が急がれるとして、ともに山裾部分を早急に調査してはし

い旨の協議があり、これを受けて当該部分から優先的に順次調査することとなった。これにより、

97年度から神原 I・ I遺跡とも同時に調査をスタートさせ、神原 I遺跡の調査班は、まず橋脚工事

が急がれるとされたA区 (1600ぽ )か ら調査を開始し、その後上流側 (南側)に向かって道路予定

地の延長部分であるB区 (2700Υ )、 C区 (1000m2)、 D区 (2200r)へ と移って行った。また、も

う一方の神原I遺跡の調査班は、トンネルエ事用の資材置き場と道路予定地とされた、 1区 (2600

Υ)、 2区 (2500留 )、 3区 (1400Υ )の順に調査を実施した。現地調査は、両班とも4月 20日 から

はじめ、同年の12月 25日 まで行った。

つづく98年度は、神原 I遺跡の調査が緊急とされた道路予定地がひとまず終了したため、これを

担当した調査班が神原I遺跡にうつり、前年度調査区である 3区から南側に向かって延びる道路予

定地を、 1区 (2850雷 )。 2区 (2010r)に分けて調査することとなった。また、併せて前年度第

2黒色土層の調査が未了のままであった地点についても3区 (540r)と 呼んで調査を実施した。

現地調査は、 4月 20日 から開始し、同年12月 25日 まで行った。

両年度の現地調査期間中、両遺跡に関わる現地説明会は特に開催しなかったが、毎年春秋に行わ

れるポピー祭・コスモス祭の日に併せ、祭りのメイン会場である東三瓶フラワーバレー特設会場に

おいて、両遺跡出上の遺物の展示や写真資料による遺跡の解説などを行い、多数の来場者の方々に

見ていただいた。また、同時に行った “ロウ鏡作り (粘土で銅鏡鋳型を作り、そこに蝋を流し込ん

で模擬銅鏡を作るもの)"や “石膏銅鐸作り (シ リコン製の銅鐸鋳型に石膏を流し込んで模擬銅鐸

を作るもの)"と いった古代体験コーナーや、縄文人に扮した当センター職員との記念撮影を楽し

んでもらう “縄文人とハイ、チーズ !"コーナーなどの小イベントも好評を博した。

なお97・ 98年度の調査は、両遺跡のなかでも特に緊急性の高い道路予定地などに限られたため、

遺跡のすべてが調査されたわけではない。残る調査対象地についても、付け替え道路および湛水地

域に関係するため、引き続き発掘調査が実施される予定であることを付記しておく。

3.調査の組織・参加者

97年度の神原 I遺跡、98年度の神原I遺跡の両発掘調査と、これにかかわる報告書の作成に携わ

った関係者は、次のとおりである。

平成 9(1997)年度

事 務 局 勝部 昭 (文化財課長)、 島地徳郎 (文化財課長補佐)、 宍道正年 (埋蔵文化財調査セ

ンター長)、 古崎蔵治 (同課長補佐)、 渋谷昌宏 (同企画調整係主事)、 山本悦子 (島

根県教育文化財団嘱託)

調 査 員 鳥谷芳雄 (埋蔵文化財調査センター主幹)、 田中 勝 (同毅諭兼主事)、 坂根健悦 (同

臨時職員)
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遺物整理者

調査作業員

三浦登久子、山下千都子、北野 恵、持田紫穂、清水聡子
景山栄子、長鳴庸子、川上友子、空岡ミドリ、片山ハルミ、笹田 崇、木村弘美、本
間道義、影山晴巳、ゴヒ尾百合子、渡辺澄江、藤原イミコ、桐原定信、藤原良信、藤谷

義行、坪倉昭雄、藤村弘長、桐原美信、桐原利江、勝部キミエ、石森勉、瀬尾英治、

家島君江、藤原敏志、温湯清、温湯利明、後藤清一、原ノブ子、板垣守正、桐原慶治、

清水唯義、田原一善、難波朝江、温湯セチコ、藤原春利、小畑明子、水津サミ子、渡

部厚司、影山晴巳、落部一美、白築登、深石広子、森山潤、三上拓志、景山敬示

穴沢義功 (たたら研究委員)、 河瀬正利 (広島大学文学部功教授)、 松井整司 (島根大

学汽水域研究センター客員研究員)

調査指導者

平成10(1998)年度

事 務 局 勝部 昭 (文化財課長)、 島地徳郎 (文化財課長補佐)、 宍道正年 (埋蔵文化財調査セ

ンター長)、 秋山 実 (同課長補佐)、 松本岩雄 (同課長補佐)、 川崎 崇 (同企画調
整係主事)、 山本悦子 (島根県教育文化財団嘱託)

調 査 員 鳥谷芳雄 (埋蔵文化財調査センター主幹)、 錦織稔之 (同教諭兼主事)、 坂根健悦 (同
臨時職員)

遺物整理者 金森千勢子、和田初子、三浦登久子、山下千都子、北野 恵、手銭 誠
調査作業員 景山栄子、長嶋庸子、川上友子、空岡ミドリ、片山ハルミ、笹田 崇、木村弘美、本

間道義、影山晴巳、北尾百合子、渡辺澄江、藤原イミコ、桐原定信、藤原良信、藤谷

義行、坪倉昭雄、藤村弘長、桐原美信、桐原利江、勝部キミエ、石森勉、瀬尾英治、

家島君江、藤原敏志、温湯清、温湯利明、後藤清一、影山晴巳、田村三和子、塚尾友

江、三上光江、塚原 誠、友塚昭之、持田紫穂
調査指導者 河瀬正利 (広島大学文学部荻授)、 松井整司 (島根大学汽水域研究センター客員研究

員)、 村上仲之 (佐賀県有田町立歴史民俗資料館学芸員)

平成11(1999)年度

事 務 局 宍道正年 (埋蔵文化財調査センター所長)、 秋山 実 (同総務課長)、 松本岩雄 (同調
査課長)、 今岡 宏 (同総務係長)、 渡邊紀子 (同総務係主任)、 川崎 崇 (同総務係
主事)

調 査 員 鳥谷芳雄 (埋蔵文化財調査センター主幹)、 錦織稔之 (同教諭兼主事 )、 坂根健悦 (同
臨時職員)、 佐藤幸子 (同臨時職員)、 大谷朋子 (同臨時職員)

遺物整理者 野中洋子、高橋啓子、板垣見知子、羽島ひとみ、露梨靖子、笠井文恵、佐々木順子、
伊藤悟郎

調査指導者 小林青樹 (岡山大学埋蔵文化財調査センター助手)、 下江健太 (岡山大学文学部大学
院生)、 高須 晃 (島根大学総合理工学部教授)、 村上 勇 (広島県立美術館学芸員)
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工 位置と環境

神戸川は島根県と広島県の境に位置する女亀山 (標高830m)から発し、赤来町より北進する。

途中、頓原町の頓原川や佐田町の伊佐川、掛合町から流れる波多川と合流しながら出雲市南西部に

入り、大きく西走していく。建設省の資料によると、流域面積は471朗、流路延長87kmの一級河川

である。島根県東部を流れるこの神戸川は、出雲平野を貫流しながら日本海に注ぎ下る。

神原 I・ Ⅱ両遺跡は国道184号線と県道川本・波多

線が交錯するところ、志津見橋東側から500m川上に

位置する。これは、その西側に三瓶山 (標高1126m)

が控え、その噴火によって降下・堆積した火山灰層が

構成する河岸段丘のやや狭い平坦面にある。遺跡の層

序は、上層より第 1黒色土層―第 1ハイカ層 (約 3600

年前)一第 2黒色土層―第 2ハイカ層 (4700年前)一

第 3黒色土層一三瓶浮布火山灰層一三瓶浮布降下軽石

層の順になっている。なおハイカとは三瓶山の火山灰

の地元での名称である。

1.縄文時代

周辺地域の各遺跡からは遺構・遺物とも豊富な資料

が確認されている。板屋Ⅲ遺跡からは前期の平地式住

居 2棟をはじめ集石炉や落とし穴が検出され、下山遺

跡では早期の押型文上器や繊維土器が、さらに草創期

末の表裏条痕文土器や縄文地上器については県内最古

報告書『板屋Ⅲ遺跡』(1998,3)よ り転載。

神原 I遺跡D区の土層堆積状況写真。上から順に第 1黒色土層、第 1ハイカ層、
第 2黒色土層、第 2ハイカ層、第 3黒色土層、第 3ハイカ層とつづく。

ｍ

ｒ
＝
Ｈ
Ｈ
＝
止
ｒ
＝
Ｈ
＝
＝
Ｌ
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第 3図 神原 IoⅡ遺跡と周辺の遺跡

1.神原 I遺跡  2.神 原工遺跡  3,中 原遺跡  4.谷 川遺跡  5.森 遺跡群
6.五明田遺跡  7.比 丘尼塚古墳  8。 竹谷遺跡  9.三 代木遺跡
10,小九遺跡  11.門遺跡  12.板屋遺跡群  13.徳原遺跡
14.後平遺跡  15.貝谷遺跡  16.下山遺跡  17.伊比谷遺跡
18.角井遺跡  19,堂ノ原横穴墓  20.杉戸遺跡  21.獅子谷遺跡
22.戸井谷遺跡  23.戸井谷尻遺跡  24.長老畑遺跡
25.殿淵山毛宅前餌跡  26.殿淵カナクソ畑炉跡  27.大横餌跡
28.権現上炉三跡  29。 獅子谷遺跡 (大鍛冶場跡)  30。 向原餌跡
31.伊比谷 1号領跡  32.伊比谷 2号餌跡  33.伊比谷 3号領跡
34.丸山炉跡  35,徳原振跡  36.板屋奥餌跡  37.弓谷尻領跡
38.弓谷炉跡  39.弓谷奥炉跡  40.慶雲寺領跡  41.段原鍛冶跡
42.土居ノ上領跡  43.坂根鍛冶跡  44.三代木餌跡  45.大歳振跡
46.振原振跡  47.落合製錬所跡  48.獅子尻餌跡  49.獅子古領跡
50。 梅打迫谷餌跡  51.市場銹跡  52.仁井屋炉跡
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級のものとなる。中期から後期については、板屋Ⅲ遺跡において第 2ハイカ層上面より円形土坑や

ビットが見られ、中期前半の船元式併行期と考えられる土器も出上している。後期から晩期にかけ

ては土坑群や円形の溝と石列に囲まれた周溝墓が門遺跡から、また多くの集石土坑や立石土坑が下

山遺跡から検出され、縄文時代の墓制を知る上での貴重な手掛かりを得た。この 2遺跡からはそれ

ぞれ土偶も出上し、祭祀遺構としても注目される。

2.弥生時代

前期の遺跡は今のところ発見されていない。門遺跡からは中期から後期の多くの竪穴住居跡や掘

立柱の倉庫跡、甕棺墓等を検出し、かなり大規模な集落跡であったことが分かっている。奏棺は炊

飯の使用痕のある奏 3個体を転用しており、森遺跡においても石組み骨格に粘土を覆った竃が取り

付けられた竪穴住居跡が知られている。また、谷川遺跡からは、磨製石斧・金銅製耳環が出上して

いる。

3.古墳時代

門遺跡から7世紀代の横穴式石室が 2基検出されており、この遺跡に律令期の集落が始まる時期

にあたることは注目される。中原遺跡でも7世紀前半に横穴式石室が築造されている。集落跡とし

ては森・板屋Ⅲ遺跡で後期の竪穴住居跡が多数検出されている。

4.奈良・平安時代

門遺跡の竪穴住居跡の多くより鉄塊や鍛造剥片が出上しており、製鉄生産に関連した集落が営ま

れていたようである。また隣接地には、庇付きの掘立柱建物跡や柵列状の溝があり、『出雲国風土

記』の志都美の関との関連性が指摘されている。

5.中世

製鉄遺構が以後の遺跡から多く検出されている。門遺跡の製鉄炉と鍛治炉は前述の竪穴住居跡と

隣接する地点に確認されている。板屋Ⅲ遺跡からは時期不明ではあるが箱型製鉄炉が、またこれま

で中国地方では知られてない竪型製鉄炉が検出されている。殿淵 。戸井谷尻遺跡からも竪型炉 。箱

型炉が見つかっている。

6.近世

下山遺跡より中世末から近世初頭と見られる 2基の製鉄炉が出ている。檀原遺跡では製鉄炉の床

釣り施設や池状遺構、鍛治炉、排滓山が検出され18C後半の製鉄遺構の資料となっている。これは

江戸時代にたたらを経営した鉄山師である田儀櫻井家に残る『田儀櫻井家文書』の中の「檀原炉」

との関連も考えられる。また大キ餌跡からは 2基の床釣り施設と5基の鍛治炉、鉄池状遺構などが、

九山遺跡からも床釣り施設が検出されている。19C前半と見られる大鍛治場跡から鉄床石を挟ん本

場、左下場、りF水溝などが確認されたのは中原遺跡である。これは江戸時代以降の典型的な構造で

はあるが、調査例はほかに多くはない。
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Ⅲ 神原 I・ Ⅲ遺跡の調査の概要

1.調査区の設定

神原 I遺跡は1997年度に本調査を行い、地形的な都合上A～ Dの 4区に分けてそれぞれ調査した。

そして国土座標軸をもとに一辺10mの方眼を調査区上に設定し、東西軸を算用数字で、南北軸をア

ルファベットで表すことにした。まず、A区については (第 6図 )、 国土座標のX=-97,300軸 と

Y=48,100軸の交点を基準点「 OA」 とし、10m間隔でX軸を南に 1・ 2・ 3・ ―・10、 Y軸を

西にBoC'D・ ―・Gと して、軸で囲まれたグリッドの呼び方についてはその耳ヒ東の交点の名称

でもって呼がことにした (例えば「 2D区」)。 B～ D区については、国土座標のX=-97,720軸

とY=48,030軸の交点を基準点「 OY」 とし、10m間隔でX軸を北に 1・ 2・ 3・ … 。18、 Y軸

を西にZ・ A・ B・ …・Kと して、グリッドの呼称はその南東の交点の名称をあてた (第39図 )。

神原Ⅱ遺跡の1998年度の本調査は、 1～ 3の 3区に分けてそれぞれ調査した。そして神原 I遺跡

同様の方法で、1997年度に定めた基準点「 OA」 (X=-96,840・ Y=48,270)を もとに10m間

隔でX軸を南に 1・ 2・ 3・ ―・46、 Y軸を西にBoC'D・ ―・Rと して、グリッドの呼称はそ

の北東の交点の名称をあてた (第74図 )。

2.遺跡の層序

神原 I・ I両遺跡の層序はおおむね、表土層一第 1黒色土層―第 1ハイカ (三瓶太平山降下火山

灰)層一第 2黒色土層一第 2ハイカ (三瓶角井降下火山灰)層―第 3黒色土 (浮布黒色土)層、と

なっている。ただ、神原 I遺跡A区では崖崩れのため第 3黒色土層がなく、崖錐礫混土が堆積して

いる。この中で遺物包合層は第 1黒色土層及び第 2黒色土層で、遺構面は地プ点によって違いはある

が第 1ハイカ層上面及び第 2ハイカ層上面である。なお各土層の年代は、14C年代で第 1ハイカ層

が3530± 100B,P.～ 3710± 130B,P.、 第 2ハイカ層が4780± 100B,P。 と測定されている。

3.遺構及び遺物の概要

神原 I・ 神原工両遺跡で検出された主な遺構及び遺物は以下のとおりである。

【縄文時代】落とし穴 1・ 縄文土器・石器 〔神原 I〕、住居跡 1・ 焼土面18・ 土坑 3・ 縄文土器・

【弥生時代】

【古墳時代】

【室町時代】

【近世～ 】

石器 〔神原 I〕

弥生土器・石器 〔神原 I・ I〕

竪穴住居跡 2・ 土坑 2・ 溝状遺構 1・ 土師器・須恵器 〔神原 I〕、竪穴住居跡 2・ 土

師器・須恵器・鉄製品 〔神原 I〕

陶磁器 〔神原 I・ I〕

掘立柱建物跡 2・ 溝状遺構 2・ 製鉄関連土坑 1・ 集石土坑 1・ 鉄滓溜まり1・ 土坑 2

・陶磁器・小型るつぼ (鋳掛け用か ?)・ 羽口・古銭・鉄製品 。鉄滓 〔神原 I〕、掘

立柱建物跡 5・ 溝状遺構 1・ 集石土坑 6・ 粘土貼土坑13・ 土坑16・ 陶磁器・古銭・鉄

製品 。鉄滓 〔神原I〕

-7-
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Ⅳ-1 神原 I遺跡A区の調査

1.調査の概要 (第 6～ 8図 )

調査区は、標高274～278mほどの緩やかな斜面である。東側は山腹が背後にせまり、西側は急斜

面となって国道下へと降りる。また、北側はほぼ同じレベルで神原工遺跡につながり、南側は谷川

を挟んでB～D区へとつながる。調査前は耳ヒ側大半が水田、南側一部が桑畑であった。

土層の大まかな層序については 3地点で記録を取った。調査区北部の a― aフ 地点は、緩やかな

斜面に茶褐色の客土を積み上げて、水田として利用するために造成されている。客土層の下には第

1黒色土層が厚さ50～ 100clllで堆積し、さらにその下層には第 1ハイカ層が厚く堆積していた。調

査区中央部北寄りの b― b/地点は、厚いところで170clllも 堆積していた第 1ハイカ層の上に20～

140clllで客土を盛って水平に整地し、水田利用されていた。第 1ハイカ層の下には第 2黒色土層が

厚いところで60clll推積し、さらにその下には第 2ハイカ層が確認されたも C― Cノ 地点は調査区南

部にあたり、斜面のまま桑畑に利用されていた場所である。土層図は表土除去後の様子であり、第

1黒色土層に該当する土層は100～ 150clll、 その下には第 1ハイカが厚く堆積していた。

遺物及び遺構については、第 2黒色土層中から出土した粗製の縄文土器が最も古い。第 1黒色土

中からは縄文時代晩期の突帯文土器や磨石、弥生時代の前期・中期・後期土器片が出土している。

古墳時代のものでは後期の竪穴住居跡 3(S101'02・ 03)、 性格不明の円形土坑 2(S K01・ 02)、

清跡 1(S D02)わ 検ゝ出できた。特にS102はカマドの保存状態が比較的良くその構造が良く解る

il,旨

―・2999-

務
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脇＼

０
．∞
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■笠
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(2＼ミ下≪l
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第 6図  A区調査区設定図 (1:1500)
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例である。遺物では後期

の上師器、須恵器片が出

土している。その後は中

世に至り、14世紀後半の

室町時代の輸入青磁が出

土する。近世以降では掘

立柱建物跡 2(S B01・

02)、 製鉄 (鍛冶か)関

連土坑 1(S K03)、 麻

蒸しの地下構造部分とみ

られる集石土坑 1(SK
06)、 土坑 2(S K04・

05)、 清跡 2(S D01・

03)と いった遺構が検出

でき、陶磁器の他、フイ

ゴ羽口や鉄滓といった製

鉄 (鍛冶か)関連の遺物

や、鋳掛け用かと思われ

る小型るつぼ、それに銅

銭などが出上している。

2.遺構と遺物

(1)第 1黒色土層検出

の遺構

S101(第 9図、図版

6～ 8)

調査区中央部南寄 りで

検出した、平面プランが

方形の竪穴住居跡であ

る。南西辺が破壊されて

いるため正確な規模は分

からないが、残 りの良か

った】ヒ東辺は4.lmで、深

さは0.35mで ある。住居

跡内には焼土面が 2宏所

認められ、一つはカマド

周辺であり、もう一つは

中央やや東寄 りのところ

第 7-1図 A区調査後地形測量図および遺構配置図 (1:400)
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である。それぞれの規模は、カマド周辺の焼土面 1は 0,45× 0。75mの長精円形で、もう一つの焼土

面 2が径0,4mの円形である。いずれの焼土面とも、その下は浅く掘り込まれており、底面には赤

褐色粘質上が貼られていた。ビットについては、住居跡内北隅のP,1(径23～ 28cm・ 深さ 9 clll)

と、住居跡の外、北東側の緩やかな傾斜地に壁に平行してP.2(径 26～ 31clll・ 深さH clll)、 P。 3

(径25～ 30clll・ 深さ 8 clll)の 2つを検出した。遺物については、住居跡内から小範囲に須恵器と土

師器の小片が出土した。

S101出土遺物 (第 10図、図版37)

出土遺物には、須恵器、土師器がある。 1～ 5が須恵器、 6～ 10が土師器である。 1は高外で、

日径 16,Oclll、 器高10,8clll、 底径9,Oclllで、調整は基本的に内外面とも回転ナデもしくはナデである。

脚部には 3方向に透かしがあり、うち 1方向はヘラ状工具で三角形に抜き、残る 2方向は縦方向に

線状に入れただけである。外部内面には、径 8 clllほ どの焼きむらが認められ、底径にはぼ等しいこ

とから、同大同形の高不を重ね焼きしていたものと思われる。 2は高外の外部と考えられる小破片

で、推定口径は18,5clllで ある。調整は回転ナデ。淡灰色を呈し、器表面に薄く自然釉がかかる。 3

°
 2777m

く〕′

1黒掲色土層
2黒褐色土層 (ハイカブロック混り、しまる)
3.黒掲色土層 (ハイカブロック混り)
4暗掲色土層 (黄褐色ハイカ混り)

第 9図  AttS 101遺構実測図 (1:40)
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は、宝珠形のつまみの付く芥蓋片である。 4は甕の体部破片で、外面には格子状タタキロ、内面に

は同心円状のタタキロ痕が残る。 5は壷・瓶類の体部破片で、外面は上半部が格子状タタキロの後

回転ナデ、下半部が格子状タダキロ、内面は上半部が回転ナデ、下半部が同心円状タタキロ痕を残

す。 6は碗状の外で、口径14,4clll、 器高6,2clll。 調整は、外面が日縁部のナデ以外はヘラケズリで、

内面が不定方向の粗いナデである。 7は甕で、日径16,Oclll。 口縁部は短く「 く」の字に単純に外反

する。 8は甑形土器の下端部破片である。推定径 15,4clll。 9は甕の小破片で、日縁は「 く」の字に

外反する。10は甕で、推定口径27,Oclll、 胴部最大径25,6clll、 器高25clllほ どである。口縁部は「 く」

9       1      10fm

第10図  AttS 101出土遺物実測図 (1:3)
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の字に外反する単純口縁である。調整は、日縁部が内外面ともヨコナデ、以下は外面が縦方向のハ

ケメないしは不定方向のナデである。これら須恵器の時期は、古墳時代末期頃のものとみられるこ

とから、 S101も この時期のものと考えられる。

S102(第 H図、図版 6)

調査区中央部南寄り、 S101の西7.5mに位置する平面プラン方形の竪穴住居跡である。規模は

長さ3.6m・ 幅3.2m・ 深さ0.2m。 この遺構では、北東辺中央壁際に造り付けられた石組みカマドと、

そこから斜面を利用して設けられた煙道、南隅のビットP.1と P,2、 北隅中央寄りのP,3、 中央

よりやや北西寄りの焼土面、そして住居跡北東辺の外側に煙道を間に挟むように掘られた 2つのビ

ットP。 4と P.5、 を検出した。

石組みカマドは、板状の石を立てて側壁とし、これを全体に粘上で覆って造られている。炊き口

部分の幅は、底部が20cm、 天丼部は推定で35clllと思われる。

煙道部分は、住居跡側壁を深く削り込んだ中に板状の石を並び立てて側壁とし、その上に天丼石

を被せ、そして粘上でもってしっかりと裏込めして造られている。側壁石及び天丼石に使用されて

いるのはほぼ40～ 55clllの長さの板状の石である。

ビットの規模は、P,1(上端径40～ 60clll・ 下端径20～ 35clll・ 深さ8cm)、 P.2(上端径30～ 70clll
・下端径20～ 45clll・ 深さ1 5clll)、 P。 3(上端径20cm・ 下端径8～ 15cm・ 深さ1 lclll)、 P,4(上端径

30～ 35clll・ 下端径 10clll。 深さ47clll)、 P.5(上端径25～ 35clll・ 下端径10～ 12clll・ 深さ20clll)である。

遺物については、住居跡内から小範囲に須恵器と土師器の小片が出土した。

S102出土遺物 (第 13図、図版38)

出土遺物には、須恵器、土師器がある。 1～ 3が須恵器、 4～ 10が土師器である。 1は、蓋不の

蓋で、内面にかえりを有している。推定径12,8cm。 調整は、外面が頂部からナデ、回転ヘラケズリ、

回転ナデと続き、内面は全体回転ナデである。天丼部外面には、焼成前に刻まれた「×」のヘラ記

号が認められる。 2は外の身と考えられる小破片で、推定口径12,4cnである。調整は内外面とも回

転ナデである。 3は甕の体部破片で、外面は格子状タタキメ、内面が同心円状タタキメ痕を残す。

4～ 9は奏の破片で、いずれも口縁部は単純に外反するタイプのものである。調整は、基本的に体

部外面がナデで内面がヘラケズリであるが、 7・ 8は口縁内面側がハケメ風のナデである。10は甑

形土器の小破片である。

S103(第 14図 )

調査区中央部】ヒ寄りで検出した。 S101の北31mの ところに位置する、平面プランが方形の竪穴

住居跡である。側壁が残存するのは南西辺 1辺だけであり、規模は 1辺2.9m・ 深さ20clllである。

この遺構に伴う遺物の出土はなかった。

S B01・ S B02(第 15'16図、図版 8)

S B01は、調査区中央部南寄り、 S101の北10mに位置する、長軸を北々西に向けた P。 1-P.
3-P。 4-P.7で構成される 1× 2間の掘立柱建物跡である。この場合、桁行は P。 1-P。 3(2

-16-



間 。4.8m)、 P.3-P。 4(1間 。4m)、 梁行はP,4-P,7(2間 ・4.5m)、 P,7-P,1(1間
・4.5m)の規模である。柱穴は、支柱の 6穴中 4穴が斜面の低い側から高い側に向かって斜めに

掘り込まれているのが特徴で、その一番低い部分に柱が立てられていたものと考えられる。桁行、

梁行の支柱となるそれぞれの柱穴の規模は、P.1(上端径50～ HOclll。 下端径32～ 55clll・ 深さ55clll)、

P.2(上端径50～ 95clll・ 下端径27～ 47clll・ 深さ60clll)、 P,3(上端径70～ 100clll・ 下端径37～ 42cIIl
・深さ62cm)、 P,4(上端径55～ 135cm・ 下端径29～ 35cm・ 深さcll130)、 P,6(上端径75～ 150cm・

下端径48～ 62clll・ 深さ85clll)、 P.7(上端径75～ 170cm・ 下端径30～ 50clll・ 深さ1 15clll)であり、ま

た建物に付随する柱穴としてP.5(上端径65～ 70clll・ 下端径27～ 32clll・ 深さ50clll)も考えられる。
S B02は、調査区中央部南寄りで検出した。 S B01と 重なり合って、長軸を真北に向けたP.8

-P.10-P.H― P。 14で構成される 1× 2ないし3間の掘立柱建物跡である。この場合、桁行はP

0                   2m

1.暗褐色土層 (表土)
2.黒色土層
3黒褐色土層
4漆黒色土層
5黒色土層
6漆黒色土層
7黒色土層
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第 11図 Att S:02遺構実測図 (1:40)
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第13図 AttS 102出土遺物実測図 (1:3)
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.8-P。 10(2間・4.25m)、 P,10

-P.H(1間 ・4,25m)、 梁行はP.
■―P。 14(3間・4.2m)、 P。 14-

P.8(1間・ 4m)の規模である。
S B01の柱穴とは異なって、支柱の

7穴中、 P。 14の 1穴のみが斜面の

低い側から高い側に向かって斜めに

掘り込まれている。桁行、梁行の支

柱となるそれぞれの柱穴|の規模は、

P,8(上端径60clll。 下端径22cIIl・

深さ30clll)、 P.9(上端径67～ 80clll
・下端径30～ 42clll・ 深さ55clll)、 P.

1,ハイカ客土層
2.黒褐色土層
3.黒色土層
4.暗褐色土層
5.黒褐色土層

0                    2m

第14図 AttS 103遺構実測図 (1:60)

①
とンフ
ぶ

9     2μ

第15図  AttS B01・ 02違構実測図 (1:60)
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10(上端径55～ 65cIIl

。下端径 30clll・ 深さ

65clll)、 P,11(上端

径55clll,下端径33～

36clll・ 深さ75cIB)、

P,12(上端径 55～

70clll,下端径30～ 45

clll・ 深さ80cIIl)、 P,

13(上端径53clll・ 下

端径23～ 30cII・ 深さ

70cm)、 P,14(上端

径58t95cul・ 下端径

35～ 48 clll。 深さ70

clll)である。

これら2つの遺構

に伴う遺物の出土は

なく、遺構の明確な

時期については不明

だが、類例から判断

すれば、近世以降の

ものと推定できる。

なお、ビットの切り

合い関係から、SB
01は S D03よ り尭斤し

くS K04よ りは古

く、また S B02は S

K05よ りも古い。

ビット夢11・ ピッ

ト列 2(第 17図 )

ピット列 1は、調

査区南部で検出した

遺構である。 3穴の

ビットP,1、 P.2、

P.3が北西方向に

一直線に並ぶ。 P.

1-P,3の 心々間
の距離は2.9m。 ま

第 16図 AttS B01・ 02遺物断面図 (1
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た、それぞれのビットの規模は、 P。 1(上端径50～ 60clll・ 下端径52～ 65clll・ 深さ35clll)、 P,2(上

端径52～ 64clll・ 下端径32clll・ 深さ26clll)、 P,3(上端径53clll・ 下端径34clll・ 深さ60clll)で ある。

ビット列 2は、調査区南部、ビット列 2の南3.2mに位置して検出した遺構である。ビット列 1

と平行に北西方向に 2穴のビットP,4、 P.5が並が。このP.4、 P.5はそれぞれ、ビット列 1

のP.2、 P,3と対応している (P。 1と対応するものもあったかもしれないがS D01の ため不明で

ある)。 可能性としてはビット列 1と ビット列 2で 1つの掘立柱建物を構成していたとも考えられ

る。P,4-P.5の心々間の距離は1.5m。 また、それぞれのビットの規模は、P.4(上端径43～

68clll・ 下端径28～ 40clll・ 深さ30clll)、 P.5(上端径50cm・ 下端径20clll・ 深さ60clll)で ある。前述の

通り、P,5-P,4の延長線上のビットが S D01に よって破壊されている可能性があり、もしそう

ならば S D01よ り古い時期の遺構ということになる。

いずれのビット列からも遺物の出土は認められなかった。

S K01お よびその出土遺物 (第 18・ 19図、図版 9)

S K01は、調査区中央部北寄りで検出した遺構で、 S B01の耳ヒ東28mに位置する円形の土坑であ

る。規模は上端径1.35m・ 下端径1.2m。 深さ0.3mであり、土坑中からは古墳時代の終わり頃と思

われる土師器片が出土した。甕の体部にあたり、内面にはヘラケズリ、外面はナデとハケロが施さ

れている。特徴として、外面頸部下にヘラ状工具で「口」字状の記号がかかれている。

S K02(第 18図、図版 7)

S K02は、調査区中央部】ヒ寄り、 S K02の南側に位置する円形の上坑である。規模は上端径0。 72

～0.79m・ 下端径0,56～ 0.62m・ 深さ0。 23mであり、土坑中からは古墳時代の終わり頃と思われる

土師器片が出上している。

S K03(第 20図 )

調査区中央部南寄りで検出した遺構で、 S101の北西5mに位置する細長い長方形の上坑である。

規模は、長さ2.7m。 幅1,05m・ 深さ0,25mで、土坑中からはフイゴの羽口片 1点 (第 38図 8、 図版

61)と 7点の鉄滓が出土した。この点を参考にすれば、 S K03は江戸時代の製鉄 (鍛冶か)関連の

遺構かと考えられる。なお後述の S D01を切っていることから、 S D01よ り新しい時期の遺構であ

る。

S K04・ 05(第15図、図版 8)

S K04・ 05は、調査区中央部南寄りで検出した遺構で、S B01・ S B02と重なり合う土坑である。

S K04は、 S B01-P.6、 S D03と切り合い関係にある土坑で、残存部分は長さ105clll・ 幅80clll

・深さ37clllの長方形を呈している。この S K04は 、 S D03、 S B01-P。 6に よって切られている

ことから、 S D03及び S B01よ りも新しい時期の遺構である。

S K05は、 S B02-P,11と 切り合い関係にある土坑で、長さ158clll・ 幅103clll・ 深さ20clllの長方

形を呈している。この S K05は 、 S B02-P,11に よって切られていることから、 S B02よ りは新

しい時期の遺構である。

-22-



SK06 9髪1図、図版9)

調査区ゴ瑯で襟出|した遺構で、1長楕円形を呈した.集石土坑である。規模ほ―長さ2.94・ 幅1,Om・

深さ0.7“であり、深さ0,4'コの位置まで焼石がたっがり諾まっていた。焼石の下には多数の木尿

片と0,～0=44-の厚さで炭層が堆横しており、土抗内部で火
―がたかれ―、その中に多数の山石が投入

さ|れて焼石となすたものであるこ―とが分かる。遺構に伴う遺物のi出上は認められな|かったと

,Dol・ 02.03(第17図 )

SD01は、当A醸及び神原I遺跡I区 ,2-1区を通つて流れていた溝の跡である。規模は上端幅が

65～100911、 下端幅が-50～70cmで、この溝底面の当A区部分で|の標高は27614韓であり、神原I遺跡

| 臨 ③

皇2■4m L277“nl

O

9

③

＠

＋
Ｄ

9-

1漂隆と層  3.茶悟盤 層
2.編詔耀瞳二と朝露 4.言謝胴腫監士�彦

も:反禍色上層   ■明反茶色絡営土届  0.黒褐色椎質土層
0捌環隅隆砂襲  81D専喪塵環タロJ日曙

第17図 A区南端ビット群実Xll図 (1160)
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1区・ 2区部分ではいずれ屯それは2.76。3mIであることから、水は帝から北にかけてのは|んのわず

かの傾斜を流れていたことが分かる。なお、溝内に堆積した上砂についての1詳組は神原工遺跡2区

の頂日で述ベーている。.出上遺物については、ほぼ最南端部の堆積土中から、底面より17cm浮いた状

態で陶器片 (第35図 2、 図版m)が出上した。それは肥前系のⅢ1600～ 1610年代のものであり、こ
の点を参考にすれば、その時期前後にこの溝が利用

.さ
れていた可能性も考えられる。

S D02は、調査区中央部、S B92の南西α54の地点|で S Dolと交差する溝の跡である。規模は

上端幅40～ 120cm・ 下端幅20～50cmの V字状をしており、底面の標高は北端部277.2m●南端部275.

lmであり、北から南への急傾斜であったことが分かる.6出土遺物については、SD01と交差する

ところから南へ2航地点|の構内堆積土中から古墳時代終わり頃と考えられる須恵器の砕片が出上し

限
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た。これを参考にすれば、 S D02は S101、 S102と 関連し、同時期に利用されていた溝だと考え

られる。

S D03は 、 S B01の東側を南北に流れていた活の跡である。規模は上端幅が80～ 135clll、 下端幅

が55～ 105cmで、底面の標高は北端部277.7m・ 南端郡277.4mで あり、北から南への傾斜であった

ことが分かる。出土遺物については、ほぼ北端の地点で底面より15～ 20cm浮いた状態で11点のフイ

ゴ羽口片 (第37図 1・ 2・ 3・ 4、 第38図 9'10・ 12、 図版61)力 出ゝ上した。

なお、遺構どうしの切り合い関係から、 S D01は S D02よ り新しく、S K03よ りは古い。またS

D03は S B01、 S K04よ りも古いことが知られた。

鉄滓溜まり (第 22図 )

調査区中央部南西寄りで検出した遺構で、 S D01と S D02が交差する地点に位置する。長さ3.1

m・ 幅1.95m・ 厚さ14clllの範囲に、多数の鉄滓 (2 clll程度の小さなものから大きなもので35clll程の

ものまで)と 6点のフイゴ羽口片 (第38図 5・ 6・ 7・ H、 図版61)カミ集積していた。この鉄滓溜

まりは、 S D01及び S D02の堆積層よりも上層にあるため、それらよりも新しい時期のものである

といえる。

(2)第 1黒色土層出上の遺物

縄文土器 (第23図、図版41)

1～ 2は浅鉢である。 1は山形日縁で、調整は内外面ともミガキで、口唇に刻目が、内面には沈

線が施されている。また、外面から穿孔されている。 2は体部で、調整は内面はケズリ後丁寧なナ

デ、外面はケズリ後ミガキである。 3～Hは突帯文土器である。 3～ 5,7～ 10は 口唇下に刻目突

帯文、 6は二条突帯の胴部で亥j目 を有す。Hは 口唇下に突帯文を有し、調整は 3～ 6・ 8～ 9・ H
は内外面ともナデ、 7は内面と口唇外面はナデ、外面はケズリ、10は内面はケズリ後ナデ、口唇内

面から外面はナデである。12～ 13は、粗製深鉢の口縁である。12は、調整が内外面はナデ、日唇は

やや面取りぎみのナデである。13は内外面はナデによる調整がされ、また内面に沈線が施されてい

る。14は内外面にナデと胴部に対して縦位に貼り付けられた突帯が施されている。15は九みを帯び

内湾する口縁と丸底をもつ碗状の浅鉢

で、調整は内外面がケズリ、口唇はナ

デである。16。 17は底部片である。調

整は、16が外面にミガキに近い横方向

のナデ、底部はナデで、内面もナデだ

と思われる。17は内外面はナデ、底部

はミガキである。

石器類 (第24図、図版62)

磨石、砥石、石皿が出上している。

1は重量は798.21g、 長さは12clll、 幅

は8.1硼、厚さは5,7clllで ある。 2は重

°2775m

1暗掲色土層

0                   2m

第20図  AttS K03実測図 (1:60、 遺物は鉄滓)
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量は738.96g、 長さは9,7cm、 幅は8.6cm、 厚さは6.lclllである。 3は重量は333.55g、 長さはH.3cm、

厚さは5,9cmで ある。 4は重量は887.03g、 幅は8,9c皿、厚さは 6 clllである。 5は重量は80,Og、 長

さは7.7cm、 幅は9。 2cm、 厚さは7.3cmである。 6は重量は4.6kg、 長さは22.3c皿、幅は24.7cm、 厚さは

6.8clllである。

石材は、 1と 4は花開岩、 2は王分岩、 3は斑品質安山岩、 5は流紋岩質凝灰岩である。 6は細

粒の花闇岩 (ア ップライト)と思われる。また、 1と 2は 3面に、 3と 6は両面に、 4は片面に磨

面をもっている。 5は現状で 9面の砥面が確認され、その内 3面には、何条かの筋状の砥面が認め

られる。

° 2770m 1焼石混土層
2.褐色土層
3木炭層

第21図 AttS K06遺構実測図 (1:30)
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弥生土器 (第 26・ 27・ 28・ 29図、図版53・ 54)

第26図は、 1が中期の甕片、 2～ 5。 10～ 15117～ 18が後期の甕片、 6が後期の壷片、 7が後期

の鼓形器台片、8～ 9が高外片である。1と 10の調整は横ナデとハケロで、日縁に凹線文を有する。

3～ 5・ 11・ 15の調整は横ナデ、ケズリで、凹線文がみられる。 2の調整はナデとケズリで、凹線

文・横ナデ・クシ状工具による刺突文がみられる。12の調整はナデとケズリ、ケズリ後ナデで、凹

線文がみられる。13の調整は横ナデとヘラケズリで、凹線文・板状工具による斜行刺突文がみられ

る。14の調整は横ナデとケズリで、凹

線文・2枚貝による連続刺突文がみら

れる。17の調整はケズリとケズリ後ナ

デ、横ナデで、凹線文がみられる。18

の調整は横ナデ・ケズリ・ナデで、凹

線文・斜行刺突文がみられる。 6はふ

くらんだ胴部で、調整は内外面にナデ、

また外面には凹線および櫛状工具によ

る刺突文・竹管文・綾杉文がみられ

る。 7は脚台部にあたり、調整は、内

面はケズリ、外面はナデと横ナデであ

る。 8は脚部にはナデによる調整がみ

られるが、外部は風化が著しいため不

明である。9は脚部にあたり、調整は、

横方向のケズリとナデである。16は養

片で、調整はナデと横ナデ、文様は凹

線文・刺突文が施されているが、時期

は不明である。

第27図は、 1～ 5,7～ 9は後期の

弥生土器の甕である。 1は調整に横ナ

デ、文様に櫛状工具による沈線がみら

れる。 2,7・ 9は小片で、ナデとケ

ズリによる調整と、櫛状工具による浅

い平行凹線がみられる。 3の調整はヘ

ラケズリ・横ナデ・ハケロ後ナデ・指

頭圧痕である。 4は小片で、ケズリ後

ナデ・ナデによる調整と、櫛状工具に

よる浅い平行沈線がみられる。 5は小

片で、横ナデ・ケズリによる調整と、

5本の擬凹線・羽状文がみられる。 8

は小片で、ナデ調整と櫛状工具による

浅い平行沈線がみられる。 6は土師器

牛

‐ 2770m

Ｅ十

5淡茶褐色砂質土層
6黒褐色土層

第22図  A区鉄滓溜り出土状況図 (
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の甕片である。ケズリと横ナデ、ハケロによる調整がみられる。

第28図はすべて小片である。 1～ 2は波状文を有する口縁で、後期以降のものと考えられる。器

種は、 2は甕の可能性がある。 3は壷の日縁と思われ、内面はケズリ調整の可能性があり、外面は

ナデ調整の後に櫛状工具で施文されている。 4は胴部で、内面にケズリ調整が見られるため、後期

のものと思われる。また、外面の施文は波状文と思われ、石見地方のものと類似している。 5～ 6

・8は胴部で、沈線の間に刻目文と鋸歯文がそれぞれ施され、前期の可能性がある。 5・ 8は器種

は壷と思われる。 7は胴部で、連続したヘラがきの羽状文が施されていることから、前期のものと

思われる。 9～ 10・ 12は重孤文を有し、内面にケズリ調整がなされている可能性があることから、

後期のものと思われる。 9。 10は壷と考えられる。11は壷の胴部と思われ、外面の施文は波状文で

あろう。13～ 15は凹線文と刺突文を有する「塩町式」のもので、時期は中期後葉ないし後期初頭と

考えられる。13・ 15は肩部に刻目が入ることから甕ではないかと考えられる。その他の調整は、13

は、横ナデ・ナデ・ミガキである。14は横方向のミガキと縦方向のハケロである。15は横ナデとハ

ケロである。16は後期の壷の胴部と考えられ、内面にはナデとケズリ後ナデによる調整が、外面に

は波状文と沈線・縦方向のヘラがき沈線がある。17は壷の胴部と思われ、内面はナデとケズリによ

る調整が、外面には横ナデ調整と櫛状工具による波状文が施されている。18は器台の脚端部の可能

艤 弾

鰯 芽

ぽ翻

朝鞠ⅧⅧり4

＼___Jこ≡
=生
え7

第23図  A区第 1黒色土層出土縄文土器実測図

軽辮艶
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第24図  A区第 1黒色土層出土石器実測図 (1:4)
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第25図  A区第 2黒色土層出土縄文土器実測図 (1:3)
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第26図  A区 出土弥生土器実測図 (1)(1:3)
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性があり、内面にはナデかケズリによる調整が、外面には横ナデ調整と櫛状工具による波状文が施

されている。

第29図はすべて平底の底部片である。調整は、 1～ 3はおおむねケズリとナデである。 4は外面

にミガキ、 5は外面に縦方向のハケロがみられる。

土師器 (第 30。 31・ 32図、図版57・ 58)

第30図 1は九みをもった外部を有する高外で、脚部外面に指押圧痕、外部外面にはミガキ調整が

みられる。赤色塗彩されていることから、 5世紀後半以降のものと考えられる。 2～ 6は不で、 6

は高台付である。いずれも横ナデ (4はヘラケズリも)調整が施され、放射状や螺旋状の暗文・赤

色塗彩がなされている。いずれも8世紀代のものと思われる。

第31図はすべて 6世紀後半以降の甕で、主な調整は横ナデ・ヘラケズリである。 2～ 3の外面に

はススが付着している。

第32図はすべて甕で、主な調整は横ナデ・ヘラケズリ・ハケロである。また、 9・ Hの外面には

ススが付着している。いずれも月同部のふくらみは中心より下にあり、 6世紀後半以降のものと考え

られる。

宅 ~ド 有 一 十 ~十 ~卜 ~~~一 ― ―
堅 埒
m

第27図  A区出土弥生土器実測図 (2)(1:3)

-31-



須恵器 (第 33図、図版58)

1～ 8は外蓋である。1,2は頂部に宝珠状のつまみをもち、内面にかえりを有するものである。

1の内面には、薄く墨痕の跡が認められ、転用硯として利用されていた可能性がある。そのために

宝珠状のつまみも欠いているものと思われる。3～ 5は、頂部に輸状のつまみを有する破片である。

端部の破片である 7・ 8は内面にかえりを有するもの、 6はかえりではなく端部を折り返したもの

である。 9～ 17は、外の身である。 9は蓋杯の外身で、直立気味の立ち上がりを有し、器壁は薄く

作られ、体部は深い。受け部の作りもシャープで、外面の回転ヘラケズリによる調整はかなり上位

まで及んでいる。10～ 12は高台付の外で、いずれも「ハ」の字状に広がる。10の底部外面には、径

3 11ullほ どの竹管文が押され、また、Hには焼成前に施された「×」状のヘラ記号が認められる。13

・14は蓋界の必身で、立ち上がりが低く内傾する。15は、ここでは不身として図示したが、身か蓋

かは不明である。16は日縁端部がスッポソロ状に屈曲し、すぼまるものであり、17は体部が直線的

に外傾するものである。18は高芥の外部と思われるもので、体部と底部との区別はなく、曲面をな

す。19は高不の脚部である。透かしの痕跡が認められるが、その形状は不明である。20～ 24は瓶類

と見られるもので、20は顕の部分、21は体部の肩の部分、22は体部が最も張る部分、23は体部の下

半部分、24は底部片である。25～ 29は壷・奏類の破片である。いずれも体部の外面には格子状の、

また内面には同心円状のタタキロ痕が認められる。日縁部を残す27は、単純口縁である。

陶磁器 (第 34。 35図、図版59・ 60)

第34図は中世陶磁器類である。1は中国明代末期のもので、口縁内面に文様帯を有する碗である。
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第28図  A区出土弥生土器実測図 (3)(1:3)
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第30図

0                 10cm

A区出土土師器実測図 (1)(1

第31図 A区出土土師器実測図 (2)(1: 3)
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第32図 A区出土土師器実測図 (3)(1:3)
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2～ 6。 14は染付で、 2・ 5は碗である。 3・ 6は高台状の底部で、内面に絵模様がみられる。 3

は中国明代末期のものである。 4も中国明代末期のごけ底の皿で、外面に「萬福役□」という文字

がみられる。これらが製作された時期および年代は、 とは16世紀末、 2は 16世紀前半から中頃、 3
～ 6は 16世紀中頃から後半と考えられる。 7～ 9は蓮弁を表した青磁の碗である。 7は線書きで簡

略化した蓮弁が表されており、淡白緑色釉がかかっている。また、嵌入が少しみられる。 8～ 9は

淡緑色釉がかかっている。10は鏑の無い蓮弁が表されており、淡緑灰色釉がかかっている。 7～ 8

は15世紀後半から末にかけて、 9は 14世紀後半のものと考えられる。10は内側に人形が陽刻されて

いる人形手の青磁で、淡緑灰色釉がかかり、15世紀代のものと考えられる。Hは青磁の碗の日縁部

で、淡白灰緑色釉と淡白緑色釉がかかっており、15世紀代のものと考えられる。12～ 13は青磁の高

台状になった底部で、いずれも15世紀代のものと考えられる。12は淡緑釉が、13は淡緑色釉がかか

っている。14はエンゴビエ (ベ トナム)の可能性があると思われる染付の底部で、淡透明釉がかか

っている。15～ 16は 白磁の高台状になった底部である。15は 白濁色釉、16は 白淡黄色釉がかかって

いる。16はえぐりのある皿部をもち、重ね焼きの跡がみられる。15は 15世紀代、16は 15世紀前半の

ものと考えられる。17は美濃・瀬戸系の天目茶碗で、白肌色の胎上に茶褐色と黒茶褐色の鉄釉がか

かっている。18は 白磁の碗で、14世紀か15世紀のものと考えられる。19は青磁で、淡緑茶色釉がか

かり、嵌入が見られ、15世紀代のものと考えられる。

第35図は近世の陶磁器類である。 1～ 2は 1600年～1610年のもので、陶器の碗である。 1は底部

以外に淡黄灰色釉がかかっている。 2は 白灰褐色釉がかかっており、胎土目積の痕跡残る。 3～ 4

は17世紀中頃の陶磁器の碗である。 3は草花文が施され、 4は白灰色釉がかかっている。 5～ 8は

胃77
~~「

IFll

第34図 神原 I・ I遺跡出土陶磁器実測図
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17世紀後半のものである。 5は陶器の碗で、色調は淡飴色である。また、全面に嵌入が見られる。

6は伊万里窯のもので、茶入れと思われ、黒あめ釉がかかっている。 7は器種は不明であるが青磁

で、淡明緑色釉がかかっている。 8は青磁の香炉で、前面に淡明緑色釉がかかる。 9～Hは 18世紀

前半から中頃のものである。 9は陶磁器、10は磁器の碗である。11は陶磁器の皿で、見込みにコン

ニャク印判が押され、釉がかき落とされている。12～ 19は 17世紀後半から18世紀前半の碗である。

12～ 13・ 17・ 19は陶胎磁器、14～ 16は陶磁器、18は磁器である。20～29は 19世紀 (1810～ 1868)の

ものである。20は広東型の碗蓋である。21～29は磁器の端反碗で、24には山水文がみられる。

銅銭 (第36図の 2、 図版61)

1点出上している。上位から右回りに「至」「道」の 2文字が認められることから、中国・宋の

「至道元賓」の破片と考えられる。「至道元賓」の初鋳年は、995年である。

フイゴ羽口 (第 37・ 38図、図版61)

フイゴ羽口は、 S D03内 と鉄滓溜まりから出上している。大小 2種類のものがあり、およそ外径

10clllほ ど、内径25clllほ どを測るもの (1～ 4)と、およそ外径80clllほ ど、内径20clllほ どを測るもの

(5。 6)がある。おそらく、破片 7～ 12も後者に属するものであろう。 2と 3は比較的はっきり

した平坦面を有している。 これらは鍛治用のフイゴ羽口ではないかと思われる。

儡)第 2黒色土層出上の遺物
縄文土器 (第25図、図版41)

1・ 星とも粗製深鉢の口縁部片である。 1

ぎみのナデ、外面は条痕後ナデがみられる。

デである。

は、内面は二枚貝による横位条痕、口唇はやや面取り

2は、内外面ともナデで、口唇はやや面取りぎみのナ

玲賤

第36図 神原 I・ Ⅱ遺跡出土銅銭 (1:1)
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A区出土フイゴ羽口実測図 (1)(1 : 3)
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第38図 A区出土フイゴ羽口実測図 (2)(1:3)
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Ⅳ-2 神原 I遺跡B区の調査

I.調査の概要 (第39～41図 )

調査区は、本遺跡の南端、もっとも上流側に位置し、標高273mの平坦地で水田として利用され

ていたところである。調査面積は約2700m2で ぁる。

大まかな土層の堆積状況を捉えた地点は、調査区南部の a一 aノ 地点、調査区中央部の b― bノ

地点、調査区北部の c― cノ 地点の 3地点である。土層図からわかるように、調査区の上層は、お

おむね地表から、第 1黒色土層、第 1ハイカ層、第 2黒色土層、第 2ハイカ層、そして第 3黒色土

層の順に堆積している。この内、 a― aノ 地点及び b― b′ 地点の層序から考えると、この両地点

周辺はもともとは谷筋だったと考えられ、第 1ハイカの二次堆積によって現在のような平坦地にな

ったと思われる。それぞれの地点については、まず a― a′ 地点は、確認できた最下層の第 3ハイ

カ層上に順に、第 3黒色土層が50cm、 第 2ハイカ層が30cm、 第 2黒色土層が10～ 55clll、 第 1ハイカ

層が200～ 620cm、 第 1黒色土層が15～ 40clll、 と堆積している。 b一 b/地点は、確認できた最下層

X-9Z61 X-9アア|     
く`電汁
~P卜~

.2Z2θ

l  .2ε99

X-9え 61     
♀___T___T~~~下 ~~~「~~三Pm

第39図 B～ D区調査区設定図 (1:1500)
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の第 2ハイカ層の上に順に、第 2黒色土層が35clll、 第 1ハイカ層が260clll、 第 1黒色土層が 5～ 40

clllであり、 c― c′ 地点は、確認できた最下層の第 2ハイカ層の上に順に、第 2黒色土層が40～ 80

clll、 第 1ハイカ層が210～ 240clll、 第 1黒色土層が40～ 70clll、 といった堆積状況である。

調査は、調査区の約Hパーセントに相当する2124rについて試掘調査を実施することから始めた。

その結果、第 1黒色土層は、ほぼ全域にわたって近代の水田整備のため広く削平されており、遺構

はもとより遺物包含層も認められなかったことから、すぐに第 2黒色土層の調査に移ったが、第 1

ハイカ層も厚く堆積しており、 3カ所のトレンチ調査にとどまった。その面積は305ピほどであり、

結果遺構は検出しなかったが、粗製の縄文土器の細片が数ッ点出上した。

B区調査区とトレンチ配置図
。印 :第 2黒色土層出土縄文土器)
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Ⅳ-3 神原 I遺跡 C区の調査

1.調査の概要 (第 39・ 42・ 43・ 46図 )

調査区は、B区の北側に位置し、標高275mほ どの丘陵裾部である。調査開始前は畑として利用

されていた。調査面積は約1000Υ である。

全体的な土層の堆積状況を記録した地点は、調査区中央部の a一 aノ 地点、調査区中央部南寄り

に掘ったトレンチの北壁 b― b/地点、及び東壁 c― cノ 地点、の計 3地点である。おおむね調査

区の上層は、上層から順に、第 1黒色土層 (厚さ10～ 20clll)、 第 1ハイカ層 (厚さHO～ 160clll)、 第

2黒色土層 (厚さ35～ 60clll)、 第 2ハイカ層 (厚さ45～ 70cm)、 第 2黒色土層 (厚さ70～ 100cm)、 軽

石混土層、と堆積しており、第 3ハイカ層は認められなかった。土層堆積状況を観察してみると、

第 1ハイカ層のところで人為的に掘削がなされ、斜面を水田として利用するために加工されている

ことがわかる。

調査は、遺物包合層である第 2黒色土層まで行った。調査の結果、第 1黒色土層・第 2黒色土層

・第 3黒色土層、いずれにも遺構は認められなかった。遺物は、第 2黒色土層から少量であるが、

粗製の縄文土器片と石錘などの石器が出上し、また、第 3黒色土層からは縄文前期前半以前と考え

られる土器片わずか 2点出上した。

2.出土遺物

(1)第 2黒色土層出上の遺物

縄文土器 (第44図、図版41)

1～ 3,7は深鉢の口縁部片である。 1は、調整は内面は丁寧なナデで、口唇は面取りぎみのナ

デである。また、外面は縄文が縦走された上に貼付凸帯がつけられ、その後竹管状のもので爪形が

つけられている。 2は内面にナデ、日唇に面取りぎみのナデによる調整がされ、外面には縄文地に

貼付凸帯がつけられ竹管状のもので押し引きされている。 3は波状口縁で、調整は内外面はナデ、

外面は二枚貝による条痕である。 4は日縁部で、調整は内面は二枚貝による横位の条痕のちナデ、

日唇はナデ、外面は粗い条痕で、炭化物が付着している。また、 1・ 2は中期前半の船元式である。

5は内外面にミガキによる調整がされている。7はバケツ型の深鉢だと思われ、調整はナデである。

8は肩がくびれた胴部だと思われ、調整は内面と外面顕部はミガキで、外面胴部には縄文が施され

ている。後期中頃のものと考えられる。

6・ 9は浅鉢である。 6は日縁部で、内面にはナデ、日唇にはミガキによる調整がされ、また、

日唇にはと沈線、外面には縄文が施されている。中津式のものだと考えられる。 9は体部で、調整

は内外面ともミガキである。

石器類 (第45図、図版62)

図示したのは、石錘 3点である。偏平な川原石の両端をかく、打ち欠き石錘である。 1は重量

135.29g、 長さ8.2cm、 幅6.8clll、 厚さ1.5硼である。 2は重量73.31g、 長さ6.95clll、 幅4.5clll、 厚さ1.

7clllで ある。 3は重量49,03g、 長さ5.7clll、 幅4.75clll、 厚さ1.lclllである。

(2)第 3黒色土層出上の遺物
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°
 273m

b273m

C273m

第42図

1耕作土層
2黒茶色土層(床締土)
3黒褐色ハイカ混土層(容土)
4黒色土層(容土)
5黒灰白色土層(容土)
6暗灰黒褐色土層
7暗灰黒褐色土層(畦畔)
8暗灰黒褐色土層(畦畔)
9明灰黒色粘質土層(耕作土)
10明灰黒茶色土層
11暗黒茶色土層(床締土)
12暗黒褐色土層(第 1黒色土)
13灰 白色砂質土層(第 1ハ イカ)
14灰紫白色土層(オ ドリ)
15黒灰褐色土層(第2ハイカ)
16淡青灰責色砂質土層(第2ハイカ)
17灰責粘砂質土層(第2ハイカ)
13漆黒色土層(第 3黒色土)
19灰黄白色粘砂質土層(第3ハイカ)

b―U
l耕作土層
2黒褐色土層(床締土)
3暗灰黒褐色土層(客土)
4灰白掲色土層(客土)
5黒色土層(第 1黒色土)
6責灰白色砂質土層(第 1ハイカ)
7黒灰掲色土層(第2黒色土)
3明灰茶色砂質土層(第2ハ イカ)
9漆黒色土層(第3黒色土)
10灰責白色土層(第 3ハイカ)
11赤褐色粘質土層
12濃橙色粘質土層
13明橙色砂礫混土層

1耕作土層
2黒色土層(床締土)
3黒褐色軽石混土層(客土)
4黒色土層(第 1黒色土)
5暗黒色砂質土層
6淡灰白褐色砂質土層(第 1ハ イカ)
6〔灰白色砂質土層(第 1ハイカ)
7淡灰褐色粘質土層(第 1ハイカ)
7:灰白色砂質土層(第 1ハイカ)
8淡灰紫色粘質土層(オ ドリ)
9黒灰色砂質土層(第 2黒色土)
9〔暗灰掲色土層(第2黒色土)
10白灰褐色粘質土層(第2ハイカ)
11,漆黒色土層(第3黒色土)

d― d′

1表土層
2灰黒掲色土層(客土)
3暗黒掲色土層(第 1黒色土)
4灰責白色土層(第 1ハイカ)
4:淡青灰色砂質土層(第 1ハイカ)
5灰色粘質土層(オ ドリ)
6黒灰褐色土層(第2黒色上)
6:明黒灰褐色土層(第 2黒色土)
7明 白灰色土層(第2ハイカ)
7:灰色砂質土層(第2ハイカ)
8漆黒色土層(第3黒色土)
9灰責白色土層(第3ハイカ)

d-275m

0                 4m

-45～ 46-

C・ D区土層断面図 (1:80)



縄文土器 (第46図、図版41)

1は深鉢の口縁部片である。内面には二枚貝による横位条痕、日唇にはナデ後刻日、外面には二

枚貝による横条痕および二枚貝による斜位条痕後ナデによる調整がされ、また口唇にはナデによる

調整の後、刻目が施されている。 2は早期末の繊維土器と思われる深鉢の体部片で、調整は内面は

二枚貝による横位の条痕、外面は縦位の条痕のちナデによる調整である。

1表土層
2.第 1黒色土層
3,第 1ハイカ層
4第2黒色土層
5第2ハイカ層
6第 3黒色土層
7.責茶褐色軽石混土層

(土層断面図はスケールは1:200) Ｃ一式単章”瀞〕

C区第 2黒色土層上面遺物出上分布図
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第45図 C区第 2黒色土層出土石器実測図 (1:3)
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事

1.表土層
2.第 1黒色土層
3第1ハイカ層
4第2黒色土層
5,第 2ハイカ層
6.第 3黒色土層
7責茶褐色軽石混土層
(土層断面図スケールは1:200)

ば
   3   

三´
麟Ξ

第47図 C区第 3黒色土層上面遺物出上分布図 (1:400)

壺2740m

-49-



Ⅳ-4 神原 I遺跡D区の調査

1.調査の概要 (第 39。 42・ 48～ 50図 )

調査区は、C区の西側に位置し、標高は272～273m。 緩斜面を階段状に整地して水田利用されて

いたところである。調査面積は2200Υである。

全体的な土層の推積状況を記録した地点は、調査区中央部北寄りの a― a/地点である。層序は、

確認できた最下層の第 3ハイカ層から順に上へ、第 3黒色土層 (厚さ50～ 70cm)、 第 2ハイカ層 (厚

さ50～ 120m)、 第 2黒色土層 (厚さ20～ 30clll)、 第 1ハイカ層 (厚さ70～ 100cm)、 第 1黒色土層 (厚

さ10～ 40clll)、 そして緩斜面を水平にするために客土 (厚さ30cm)が盛られ、その上が耕作地とな

っていた。

検出した遺構には、明確なものとしては第 3ハイカ層上面で落とし穴 1がある。また、同一の層

の不整形の浅い落ち込みから剥片石器 1点を採取した。

出土した遺物は、第 1黒色土層から縄文土器、石器類、弥生土器、須恵器があり、第 2黒色土層

からは縄文土器、石器類 (石錘・石斧・磨石)力 あゝる。また、第 3黒色土層からは縄文土器、石器

類 (石錘・磨石・凹石・石皿・剥片石器)がある。

2.遺構と遺物

(1)第 1黒色土層出上の遺物

第48図は、縄文土器の出土分布を表したもので、傾向としては調査区の比較的南側の平坦地に多

くみられ、またついで北側の緩斜面である谷地形の部分に少しまとまってみられた。

第49図は、石器について出上の分布をみたものである。これも傾向としては、縄文土器と同じよ

うに調査区の南側に比較的まとまって出上していることが分かる。

第50図は、弥生土器の出上分布を表したものである。これをみると、縄文土器や石器とは異なっ

て、調査区の南側ではほとんどみられず、逆に北側の緩やかな谷地形の部分にまとまって出土して

やヽることが分かる。

縄文土器 (第 51～ 54図、図版42～ 44)

第51図～52図は北白川上層式・彦崎kⅡ式を中心とする土器群である。第51図の 1～ 9は磨消縄

文を有し、このうち 1・ 4・ 7は撚りがLR縄文である。 1は九みを帯び内浴する口縁部と胴部を

もつ浅鉢で、調整は内外面ともにミガキである。 4・ 7は浅鉢の口縁部片で、調整は内外面はミガ

キで、 7は日唇に刺突と外面に沈線が施される。 2～ 3・ 5～ 6・ 8～ 21・ 23～ 24・ 26～ 28は撚り

がRL縄文で、10'13～ 28は 口縁端部に縄文が施される。2・ 5～ 6・ 8～ 9は浅鉢の口縁である。

調整は、 2は内面にミガキと口唇に面取りぎみのナデ、 5は内外面にミガキと口唇に面取りざみの

ナデ、8は内外面にミガキ、9は内面にミガキと口唇にナデ、6は内面は粗いミガキ後ナデである。

6・ 8は外面に沈線が施されている。 3・ 26は鉢の口縁部片で、 3は内面と口唇にミガキがみられ

る。26は内面に強めのナデとミガキ、外面に粗いミガキがみられる。10～ 13・ 16・ 18～ 21・ 23・ 27

～28は深鉢の日縁部片で、12は 日縁部に幅広の縄文帯をもつ。10～ 13・ 16・ 19～ 21の調整は内外面

ともにミガキである。23は内面は棒状工具による横位条痕後軽いナデ、日唇から外面はナデ、外面
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はミガキがである。27は内外面ともにナデで、日唇は面取りぎみである。28は内外面は丁寧なナデ、

外面はミガキである。14は深鉢で、外面には羽状縄文がみられ、調整は内外面ともミガキである。

15は深鉢の体部で、内外面ともミガキがみられる。24は深鉢の口縁で、調整は内外面ともやや粗い

ミガキである。17は 口縁部片で、内外面にミガキがみられる。22は磨消縄文の深鉢の体部で、調整

は内面はナデで、外面に浅い沈線が施される。25は鉢の口縁部片で、内面にナデがみられる。14・

0             1om
|

1.耕作土層
2.黒褐色土層 (床締土)
3.灰 白掲色土層 (客土)
4黒色土層 (第1黒色土)
5.責灰白色砂質土層 (第 1ハイカ)
6.黒灰掲色土層 (第2黒色土)
7明灰茶色砂質土層 (第 2ハイカ)
8.漆黒色土層 (第 3黒色土)
9.灰責白色土層 (第 3ハイカ)
(スケールは1:200)

° 273.Om

第48図 D区第 1黒色土層縄文土器出上分布図 (1:400)

洒

―

下
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19・ 21は口縁部分は玉縁状である。

第52図は、 1・ 4・ 5。 13は縄文をもつもので撚りはRLである。 1は深鉢で日縁に突起がつく

もので、調整は内外面はナデで、外面に沈線が施されている。また、口縁部に幅広の縄文帯をもつ。

4・ 5'13は深鉢の口縁部片である。調整は、 4は内面に粗いミガキのちナデ、日唇に縄文、外面

にナデ、 5は 内面にミガキ、日唇と外面はナデ、13は内面はナデである。また、 4は口唇に縄文、

1耕作土層
2黒褐色土層 (床締土)
3.灰 白褐色土層 (客土)
4.黒色土層 (第 1黒色土)
5.黄灰白色砂質土層 (第1ハイカ)
6.黒灰褐色土層 (第2黒色土)
7.明灰茶色砂質土層 (第 2ハイカ)
8漆黒色土層 (第 3黒色土)
9,灰黄白色土層 (第 3ハイカ)
(スケールは1:200)

第49図 D区第 1黒色土層石器類出上分布図 (1:400)

-52-



13は 口唇に縄文と結節縄文が施され、外面の穿孔は途中までのものと思われる。17・ 18は注目土器

である。17は内面にナデ、外面にミガキによる調整がされ、また外面に沈線と撚りがLRの磨消縄

文が施されている。19～ 22は粗製深鉢で、口縁内面に断面三角状の突帯が付けられたもので、指の

押圧によって稜がつけられている。調整は、19。 21は内外面ともナデである。20は内面は粗いミガ

キで、口唇は丁寧なナデ、外面はナデである。22は内面は丁寧なナデと粗いミガキ、日唇はミガキ、

m

1.耕作土層
2.黒褐色土層 (床締土)
3灰白掲色上層 (客土)
4.黒色土層 (第1黒色土)
5,黄灰白色砂質土層 (第1ハイカ)
6.黒灰掲色土層 (第2黒色土)
7.明灰茶色砂質土層 (第 2ハイカ)
8.漆黒色土層 (第 3黒色土)
9.灰黄白色土層 (第 3ハイカ)
(スケールは1:200)

第50図  D区第 1黒色土層弥生土器出上分布図 (1:400)
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第52図  D区第 1黒色土層出土縄文土器実測図
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外面は粗いミガキである。23は碗形土器で、調整は内面は細い棒状の工具による押さえざみのナデ、

外面はケズリ後ナデである。 2は深鉢の突起で、調整は内外面はナデである。 3も深鉢の突起で、

波状口縁である。内面は粗いミガキのちナデ、日唇はミガキ、外面はナデによる調整がされている。

9・ 24は深鉢の日縁部片である。 9は内面はミガキによる調整がされ、外面は無節の撚り糸文で格

子状の文様がみられる。24の内面はミガキによる調整がされている。12・ 14・ 15'16は浅鉢の口縁

部片である。調整は、12は内外面はナデ、日唇は面取りざみのナデ、14・ 15は内外面ともミガキで

ある。また、15は内面に棒状工具による沈線が施されている。16は内外面ともナデによる調整がさ

れ、外面には刻目が施されている。 7は深鉢の体部で、調整はナデで、 2条 1単位の沈線文が縦位

に施されている。 8は口縁部片で、調整は内外面ともミガキで、日唇に貝殻腹縁による刺突が施さ

れている。 6は口縁部片で、調整はナデで、外面に刺突と沈線が施されている。10～ H・ 25は体部

片である。10と Hの調整はいずれもナデで、外面は巻き上げの様子をとどめ、隆帯文の変わりの装

飾効果を狙って故意に継ぎ目を残したものと推定される。25は外来系の注目土器で、内面はナデに

よる調整がされ、外面はS字状の文様と8条 1単位の櫛描き沈線が弧状に施されている。

第53図のものはすべて刻目をもつ突帯文土器で、沢田式に併行すると思われる。 1～ 15は深鉢の

口縁部片である。調整は、 1,3・ 5。 9～ 11・ 14～ 15はいずれも内外面ともナデである。また、

1は二条突帯で、14には羽状縄文が施されている。 2は内外面はケズリで、口唇はナデである。 4

は内外面は条痕後雑なナデで、日唇は横ナデである。 6は内面はケズリで、口唇と外面はナデであ

る。 7は内面はケズリ後ナデで、口唇は刻日、外面はケズリである。 8は内面は条痕とケズリで、

外面はケズリである。12は外面はケズリである。また、10'12・ 15の外面と、14の 口縁にはススが

付着している。13は鉢の口縁部片で、調整は内面は条痕と条痕後ナデで、口唇は面取りざみのナデ、

外面はナデである。また、外面と突帯部にわずかにススが付着している。16～ 17は深鉢の体部片で

ある。16は、調整は内面はナデで、外面は雑なナデである。17は二条突帯で、調整は内外面とも板

状工具での横位のナデで、外面と突帯部及びその下方に炭化物が付着している。これらの突帯の位

置は、 1・ 4・ 10。 14～ 15は 口唇のやや下に、16～ 17は胴部に、その他は口唇に接している。また、

2～ 3,7は 口唇と突帯に刻日、その他は突帯に刻目が施されている。

第54図は 1～ 5は単純口縁の無文深鉢である。うち、 1～ 3・ 5は粗製深鉢である。調整は、 1

は内面に丁寧なナデ (指頭圧痕あり)と、外面は粗いナデである。 2は内面は条痕後ナデ、口唇は

横ナデ、外面は条痕である。 3は内面はナデ、日唇は横ナデ、外面は粗いナデである。 5は内外面

はナデである。4は深鉢で、調整は内面はミガキ、口唇はナデ、外面はケズリ後粗いミガキである。

6～26は底部片である。 6～ 10・ 17は平底となる。調整は 6・ 7・ 17は内外面ともにナデである。

8は不明だが、底部と外面には指頭圧痕がみられる。 9は深鉢で、内面は強めのナデ、外面はナデ

による調整がされ、外側からの穿子Lがされている。10は内面は幅約 3111111程の板状の工具による押さ

えぎみのナデ後ナデ、外面はナデによる調整がされている。H～ 13・ 19は上げ底となる。11は内面

は板状の工具で押さえぎみに強めのナデ、外面側面は板状のような工具により下から上にかき上げ

るような調整がされている。12は内面は板状の工具による押さえぎみのナデ後やや丁寧なナデによ

る調整がされている。13は内面は丁寧なナデ、外面はやや粗いナデによる調整がされている。19は

内外面ともにナデによる調整がされている可能性がある。14は底部側面が外反しながら立上り上げ

底になっおり、内面は板状工具によるケズリざみのナデによる調整されて可能性があり、外面はや

[               _
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や粗めのナデによる調整がされている。15～ 16・ 18・ 20は高台状になっている。調整は、16は内面

は幅の狭い板状工具による押さえぎみのナデのちナデと思われ、外面はやや雑なナデである。15・

18は内外面ともにナデである。20は内面は幅 3 11ull大の板状工具によって押さえぎみのナデで、外面

は雑なナデである。21～ 25は浅鉢である。21は平底になっていて、調整は内面は幅のせまい板状の

工具で押さえぎみのナデとナデ、外面はミガキ後ナデの可能性があり網代圧痕がある。22は内面は

板状工具による押さえぎみのナデ後指によるナデ、外面は強めのナデと面取りぎみのナデによる調

整がされている。23～ 24は高台状になっている。調整は、23は 内外面ともナデである。24は内面は

板状の工具で押さえざみのナデ後丁寧なナデ、外面は面取りざみなナデと雑なナデで外面からの穿

孔がされている。25は丸底で、調整は内面は幅2.5clll程 の板状工具による押さえぎみのナデとナデ

で、外面は光沢があリミガキの可能性がある。26は内面が幅の細い板状の工具で押さえぎみのナデ、

外面はナデによる調整がされている。

石器類 (第55～57図、図版62～ 63)

第 1黒色土層から出土した石器類には、石鏃、スクレーパー、石斧、叩石、磨石、石皿が認めら

れた。第55図 1～ 9は、石鏃である。 1～ 2は平基無茎式、 3～ 9は凹基無茎式である。これらの
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うち、調整の点で注目されるのが 2で、刃部は別にすると、両平坦面ともよく磨かれている特徴が

ある。10～ 12は、スクレーパーと考えられるものである。13～ 15は磨製石斧で、いずれも刃部を欠

損し、基部のみが残存する。 1は重量が1.93g、 長さが2,9cm、 幅が1.8c皿、厚さが0.35cmである。

2は重量が1.35g、 長さが2.6clll、 幅が1.6clll、 厚さが0.2clllである。 3は重量が0.69g、 長さが1.5clll、

幅が1.7cIIl、 厚さが0.3clllである。 4は重量が0.61g、 長さが1,7cm、 幅が1.3clll、 厚さが0,3clllである。

5は重量が0,77g、 長さが1.7cm、 幅が1.2cm、 厚さが0.4cmである。 6は重量が0,45g、 長さが1.5cm、

幅が1.2clll、 厚さが0。 25clllである。 7は重量が0.37g、 長さが1.3clll、 幅が1.3cm、 厚さが0,3clllである。

8は重量が0.24g、 長さが1.3cm、 幅が1,Oclll、 厚さが0.25clllである。 9は重量が0.85g、 長さが2.1

clll、 幅が1.lclll、 厚さが0.35clllである。10は重量が3.41g、 長さが3.lclll、 幅が1.8clll、 厚さが0,4clllで

ある。11は重量が22.63g、 長さが6.lclll、 幅が3.6c皿、厚さが6.5clllで ある。12は重量が30.18g、 長

さが4.7clll、 幅が8.2clll、 厚さが0。 8clllで ある。13は重量が62.83g、 長さが5.4clll、 幅が3.9clll、 厚さが

2.5cmである。14は重量が191,02g、 長さが9.85clll、 幅が4.3clll、 厚さが3.lcmである。15は重量が306

.58g、 長さが10.lc皿、幅が5.15clll、 厚さが3.7c皿である。
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石材は、 1～ 4・ 6～ 10は石英安山岩、 5は石英安山岩または流紋岩溶岩と思われる。13は流紋

岩溶岩、14は生質片岩であり、15は珪質片岩と思われる。

第56図 1～ 24は石錘である。いづれも円礫の長辺を 2か所打ち欠いたものである。 1は重量が

245.20g、 長さが10。 9cm、 幅が6.2cm、 厚さが2.6cmで ある。 2は重量が208,75g、 長さが9,9clll、 幅

が5.6clll、 厚さが2.55clllである。 3は重量が126.39g、 長さが9,lcm、 幅が4.8clll、 厚さが2.Oclllである。

4は重量が244.80g、 長さが11.3cm、 幅が6.Oclll、 厚さが2.5cmである。 5は重量が102.40g、 長さが

8.2clll、 幅が5.5c皿、厚さが1.4clllである。 6は重量が121.53g、 長さが6.65clll、 幅が4.6clll、 厚さが2.

5clllで ある。 7は重量が114.89g、 長さが7.5c皿、幅が5,Oclll、 厚さが2.2cmである。 8は重量が127,77

g、 長さが8,9clll、 幅が4.8cm、 厚さが1.9cmである。 9は重量が92.01g、 長さが6.55cm、 幅が5,Oclll、

厚さが2.Oclllで ある。10は重量が124,73g、 長さが6.Ocm、 幅が4.95clll、 厚さが2.8clllで ある。Hは重

量が160.43g、 長さが7.lcm、 幅が6.2clll、 厚さが2.6cmである。12は重量が104.46g、 長さが7.5clll、

幅が5,Ocm、 厚さが2.6cmである。13は重量が69.01g、 長さが6.25硼、幅が3.85clll、 厚さが1.9cmであ

る。14は重量が86.55g、 長さが6.Ocm、 幅が5.lclll、 厚さが1.8cIIlである。15は重量が96.79g、 長さ
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が5.6clll、 幅が4.8clll、 厚さが2.7clllで ある。16は重量が86.14g、 長さが6.9clll、 幅が4.7clll、 厚みが1.

9clllで ある。17は重量が50。 1l g、 長さが5,7clll、 幅が4.35clll、 厚さ1,7clllである。18は重量が70。 15g、

長さが4.9clll、 幅が3,95clll、 厚さが2.3clllで ある。19は重量が71,37g、 長さが5,8clll、 幅が4.6cm、 厚

みが2.5clllで ある。20は重量が88.26g、 長さが6.65clll、 幅が4.15clll、 厚みが2.lclllで ある。21は重量

が95,77g、 長さが3.6clll、 幅が7.5clll、 厚みが2.lclllである。22は重量が55。82g、 長さが7.2clll、 幅が

3.6clll、 厚みが1,4clllである。23は重量が53.84g、 長さは6.3clll幅 が4.6clll、 厚みが1.3clllである。24は

重量が84。 43g、 長さが7.2clll、 幅が3.85clll、 厚みが2.2clllで ある。 石材は、 1～ 2・ 8は細粒の花
開岩 (ア ップライト)、 3・ 6。 13・ 14・ 15は細粒の内緑岩、 4・ 7は石英安山岩、 5。 23は流紋

岩、 9～ 10。 16～ 17は砂岩、12・ 22は石英安山岩質凝灰岩、19,24は流紋岩質の結品質凝灰岩であ

る。Hは細粒の花簡岩 (ア ップライト)または流紋岩質の結晶質凝灰岩である。21は流紋岩質凝灰

岩または石英安山岩質凝灰岩である。 6は細粒の内緑岩、18は砂岩と思われ、20は流紋岩質の結晶

質凝灰岩または、石英斑岩と思われる。

第57図 1は棒柱状の叩石で、両端部に敲打した痕跡が認められる。長さ24clll、 最大幅7.8c皿、で

ある。 2～ 8は磨石で、 2～ 5・ 8が特に片面に使用された痕跡が顕著に認められ、 6・ 7は両面

とも使用されている痕跡がある。また、なかには敲打による痕跡とみられる潰しがあるものがあり、

3・ 4には側縁の一部、 5は片面のほぼ中央、 6は両端を中心とする側縁部、 7は片面の中央と側

縁部の大半、 8は片面のほぼ全体に及んでおり、クレイター状に凸凹する。 9は 2～ 8に比べると

やや大型の石材であり、石皿と考えられ、片面に使用された痕跡が認められる。

彊主量イよ、  1カ 1ゝ.516kg、  2カ 6ゝ35。 32g、  3カ 8`50.33g、  4カ 6ゝ40.68g、  5わ 5ゝ81.17g、  6わ 3ゝ97.84

g、 7が 707.30g、 8が 364。 48g、 9が 5 kgである。長さは、 2が H。 lclll、 3が 13.6clll、 4が 10.2clll、

5が 10.6clll、 6が H.Oclll、 7が 11,9clll、 8が 9,3clll、 9が 20.6clllである。幅は 2が 8,7clll、 4が 8,75clll、

5が 7.6clll、 6が 9,Oclll、 9が 17.4cIIlで ある。厚さは、 1が 5.2clll、 2が 4.5clll、 3が 6。 4clll、 4が 4.8clll、

5が 4.2clll、  6が 2.5clll、  7が 7.Oclll、  8が 5。 9c皿、 9が 10。 4clllで ある。

石材は、 1・ 5は細粒の内緑岩、 2～ 3は斑品質安山岩、 7は石英安山岩質の凝灰岩、 8は安山

岩質凝灰岩、 9は花開岩である。 6は安山岩質の凝灰岩の可能性がある。

弥生土器 (第58～60図、図版54・ 55)

第58図は、 1～ 3・ 7～ 8は中期の甕である。 1は内面に横ナデとハケロ・ケズリによる調整、

口縁に凹線、外面に横ナデとナデによる調整と列点文が見られる。 2は内面に横ナデとハケロ・ケ

ズリ後ナデによる調整、口縁に凹線、顕部外面に指頭圧痕文帯、外面にハケロ調整と列点文がみら

れる。 3も頸部に指頭圧痕文帯を有し、内面にナデ調整、日縁に擬凹線、外面にハケロ後ナデによ

る調整が見られる。 7・ 8は内外面にハケロ調整、口縁に凹線を有する中期中頃のものである。 4

は肩部に凹線と重層刻目文を有する「塩町式」のもので、内面にはケズリ、内面と外面には横ナデ

による調整がみられる。中期後葉から後期にかけてのものと考えられる。 5～ 6は後期の甕と考え

られ、内外面に横ナデ調整、口縁に凹線がみられる。 9～ 11は内外面にナデ調整と、日縁に凹線を

有する甕である。時期は、口縁の形から、 9～ 10は中期後葉、Hは中期後葉から後期にかけてのも

のと考えられる。12は後期前葉の「塩町式」の台付鉢で、外面に把手の根本が残る。調整は、内面

に横ナデと、棒状のあて具で押さえた後にナデが、外面には横ナデ・ミガキ、また凹線文がみられ
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る。13～ 15は高芥である。13は外部に当たり、内面に指頭圧痕、外面にミガキによる調整と、凹線

がみられ、中期後半のものと考えられる。14～ 15は脚部で、内面にはケズリ調整、外面には凹線が

みられ、後期初めのものと考えられる。16は頸部下に斜行刺突文を有することから、「塩町式」の

特徴を受け継いだ後期の甕と考えられる。口縁には凹線がみられる。17は中期の壷の日縁の可能性

がある。内面に横ナデ調整と綾杉文、口縁に凹線、外面に横ナデ調整がみられる。

第59図は、弥生土器の甕類の口縁部から体部にかけた小破片をまとめたものである。 1～ 6は凹

線と重層刻目文を有する中期の「塩町式」のものである。その他の調整・施文は、 1は内面に横ナ
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第59図  D区出土弥生土器実測図 (2)(1:3)
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デとケズリの調整、日縁に凹線による施文、外面の刺突の下にハケロ調整がみられる。 2は内面に

ナデとケズリ、外面に横ナデによる調整がみられる。 3は肩部に当たると思われ、内面にハケロと

ケズリ後ハ分日、外面に横ナデによる調整がみられる。 4は内面に横方向のハケロとケズリ、外面

に横ナデと縦方向のハケロによる調整がみられる。 5は内面にナデ、外面に縦方向のハケロによる

調整がみられる。6は内面にナデと縦方向のハケロ、外面に横ナデとミガキによる調整がみられる。

7～ 8はナデ調整と、凹線と斜め方向の刻目による施文を有するもので、「塩町式」の可能性があ

る。 9は貼り付け突帯に連続刻目文を有するもので、中期中頃の「塩町式」のものと思われる。そ

の他の調整は、内面には横ナデと斜め方向のハケロ、外面には横ナデがみられる。10は後期後半の

ものと思われ、内面にはケズリ、外面にはナデによる調整と、施文として波状文がみられる。11は

中期後半以降のものと思われ、内面はケズリ調整、外面には沈線と綾杉文がみられる。12はナデ調

整と沈線を有するもので、時期は不明である。

第60図は、弥生土器の底部をまとめたものである。 1～ 3・ 5。 7～ 9・ 11は平底で、 4・ 6・

10はやや上げ底である。調整はだいたいナデか丁寧なナデかミガキである。

須恵器 (第61図 )

4点出上した。 1・ 2は甕の体部片である。調整は、外面が格子状タタキメ、内面が同心円状タ

タキメの痕跡を残す。 3は、外の日縁部であるが、小破片のため、身か蓋かは不明である。調整は

内外面とも回転ナデである。 4は、芥類の体部片であろう。調整は内外面とも回転ナデである。

121 第 2黒色土層から検出の遺物 出土遺物には僅かの縄文土器と10数点ほどの石器がある。

縄文土器 (第63図、図版45)

ここでは 5点を図示した。1～ 5は深鉢である。 1は日縁で、調整はナデであるが摩耗が著しい。

2は鉢の口縁部片で、内外面ともに粗いナデが施されている。 3～ 4は体部で、 3の内外面には二

枚貝による条痕が施されている。 4は曽畑式のものであり、内面には二枚貝による条痕と条痕後ナ

デが、外面には条痕調整後条痕状の斜向の沈線が施されている。 5は底部で、内外面ともナデが施

されている。

石器類 (第64図、図版63)

1～ 10は石錘である。いずれも円礫の長辺を 2か所打ち欠いたものである。

■は不明であるが、一方に剥離面がありそれが摩滅していることから、快りをつけるよう整形し、

柄の先端に装着して掘り棒として使用された可能性がある。12は石皿で、片面のみ使用されている。

重量は、 1が 205。 40g、  2が 217.86g、  3が 143.51g、  4が 179.69g、  5が 105,06g、  6が 122.56

g、 7が 194.24g、  8が 174.47g、 9が 247.43g、 loが 81,03g、 11が 47,77g、 12が 655.89gである。

長さは、 1が 9,2clll、  2が 8.Oclll、 3が 8.4clll、  4が 8.4clll、 5が 6.3clll、  6が 8,lclll、  7が 9,8clll、  8が 8.

6clll、 9が 9.6clll、 10が 8,7clll、 11が 6.9clll、 12が 13.2clllである。幅は、 1が 7.5clll、  2が 6.6clll、 3が 6.

4cm、  4わ 6ゝ.5cm、  5カ 6ゝ.5cm、  6カ 5ゝ。 8c皿、 7カ 7ゝ.4cm、  8ん 7ゝ.3cm、  9カ 7ゝ.5c皿、 10カ 7ゝ.Ocm、  11わ 4`.9cm、

12が 8.Oclllで ある。厚さは、 1が 2.2clll、 2が 2.4clll、 3が 2.lclll、 4が 2.Oclll、 5が 1.6clll、 6が 1.8clll、

7が 1.7clll、 8が 2.lclll、 9が 1,9clll、 11が 1.2clll、 12が 3.2clllである。

石材は、 1～ 2,9～ 10は細粒の花闘岩 (ア ップライト)、 3,7～ 8は流紋岩質の火山灰であ
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1耕作土層
2黒褐色土層 (床締土)
3,灰白掲色土層 (客土)
4.黒色土層 (第1黒色土)
5黄灰白色砂質土層 (第 1ハイカ)
6.黒灰褐色土層 (第2黒色土)
7.明灰茶色砂質土層 (第 2ハイカ)
8漆黒色土層 (第 3黒色土)
9灰責白色土層 (第 3ハイカ)
(スケールは1:200)

第62図 D区第 2黒色土層遺物出上分布図 (1:400)

語に爾2
＼望 __サ 9               10,m

D区第 2黒色土層出土縄文土器実測図 (1:3)
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る。 3,7は結晶質で石英と長石が目立ち、 8は溶結凝灰岩である。 4は安山岩質の火山灰 (堆積

岩)、 5は花簡班岩、 6、 Hは流紋岩溶岩、12は流紋岩質の結品質凝灰岩である。

(3)第 3黒色土層検出の遺構

落とし穴 (第71図、図版12)

調査区】ヒ部に位置する落とし穴である。隅丸方形を呈しており、長さ79clll・ 幅75clll・ 深さ63clllで

ある。底面中央やや東寄りには径 10clll。 深さ19clllほ どに掘り込まれた小さなビットがある。そこに

は獲物に突き刺さるよう先端を尖らせた杭が据え付けられていたと考えられる。

0石錘
△黒耀石

1耕作土層
2.黒褐色土層 (床締土)
3.反白褐色土層 (客土)
4.黒色土層 (第 1黒色■)
5。黄灰白色砂質土層 (第 1ハイカ)
6.黒反褐色土層 (第2黒色土)
7.明灰茶色砂質土層 (第 2ハイカ)
8,漆黒色土層 (第 3黒色土)
9,灰責白色辻眉 (第 3ハイカ)
(スケールは1:200)

第65図  D区第 3黒色土上層遺物出上分布図 (1:400、 左は縄文上器、右は石器)
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剥片石器とその出土状況 (第72・ 73図、図版64)

調査区南部の窪みから剥片石器 1点が出上している。その窪みは、幅30～ 40clllで勾玉状にくねっ

た形をしており、最長部分で100clll、 北側部分がやや楕円形状に深く落ち込んでいる。剥片石器は

その最も深いところ、深さ25clllの地点で検出した。

僻)第 3黒色土層出上の遺物

第65図は、第 3黒色土層のなかでも上層の遺物の出上分布を表したものである。これによると、

その分布は調査区の南側ではほとんどみられず、北側でかなりの点数分布していることが分かる。

縄文土器 (第66図、図版45)

1～ 3・ 6～ 9・ H。 14。 17～ 21・ 23～ 24・ 26・ 29～ 32・ 34～ 35。 38・ 40～41は深鎌で、 3・ 6

・17は 口縁部片である。 3の内面はケズリによる調整がされている可能性があり、口唇には刻日、

外面にはナデによる調整の後連続した線状の爪形文が施されている。 6は内外面に横ナデによる調

整がされ、口唇に刻目が施されている。また、外面には二枚貝による横条痕の後軽くナデがされて

いる可能性があり、その後D字の連続爪形文が施されている。17は内面にはやや強めの横ナデと二

枚貝による横条痕後丁寧なナデによる調整がされ、日唇には刻日、外面には強い隆起帯文が施され

ている。1～ 2・ 7～ 9,■ ,14・ 18～ 21・ 23～ 24・ 26・ 29～ 32・ 34～ 35。 ・40～41は体部である。

1は内面は二枚貝による条痕、外面は二枚貝による条痕のちナデによる調整がされている。 2は内

面は二枚貝による横位の条痕、外面は二枚貝による斜位の条痕による調整がされている。 7は内面

は二枚貝による横位条痕後やや丁寧なナデによる調整がされ、外面はナデによる調整の後D字形の

連続爪形文が施されている。 8は内面は二枚貝による条痕後ナデによる調整がされ、外面はナデに

よる調整の後D字形の連続爪形文が施されている。 9は内面に二枚貝による横条痕による調整がさ

れ、外面はナデによる調整の後D字形の連続爪形文が施されている。Hは内面に二枚貝による条痕

後軽いナデ、日唇に面取りぎみの横ナデによる調整がされ、日唇に刻日、外面にナデによる調整の

後D字形の連続爪形文が施されている。14は内面は二枚貝による横位条痕後軽くナデによる調整が

されている可能性があり、外面はナデによる調整の後D字形の連続爪形文が施されている。18は内

面は二枚貝による条痕による調整がされ、外面は強い隆起帯文が施されている。19の外面は条痕後

やや強めのナデによる調整がされ、内面は二枚貝による条痕後軽いナデによる調整がされている可

能性があり、外面は不規則の条痕後やや強めのナデによる調整がされている。20の内面は二枚貝に

よる条痕、外面は条痕後ナデによる調整がされている。21は内外面に二枚貝による条痕による調整

がされている可能性がある。23の内外面はナデによる調整がされている。24は内面に二枚貝による

条痕後ナデ、外面に二枚貝による条痕による調整がされている。26は内面は二枚貝による横位条痕

による調整がされ、外面はC字形の連続爪形文が施されている。29は内面は二枚貝による横位の条

痕後粗い横ナデによる調整がされ、外面はナデ後C字形の連続爪形文が施されている。30は内面は

二枚貝による条痕後軽いナデによる調整がされている可能性があり、外面にはナデによる調整の後

C字形の連続爪形文が見られる。31は内面は三枚貝による横条痕による調整がされ、外面はナデに

よる調整の後C字形の連続爪形文が施されている。32・ 35の内面はナデによる調整がされ、外面は

ナデによる調整の後C字形の連続爪形文が施されている。34・ 41は内面は二枚貝による条痕による

調整がされ、外面はナデによる調整の後 C字形の連続爪形文が施されている。40は内面は二枚貝に
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第66図  D区第 3黒色土層出土縄文土器実測図 (1:3)
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第67図  D区第 3黒色土層出土石器 (石錘)実測図 (1)(1:3)
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第68図  D区第 3黒色土層出土石器 (石錘)実測図 (2)(1:3)
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よる横位条痕後ナデによる調整がされ、外面はナデによる調整の後刺突ぎみのC字形の連続爪形文

が施されている。10・ 12・ 15・ 27～ 28・ 33・ 36～37～ 39は 深鉢の体部と思われる。10・ 12は内面

は二枚貝による条痕後軽くナデによる調整がされ、外面はD字形の連続爪形文が施されている。15

は内面は二枚貝による条痕後軽くナデによる調整がされ、外面はナデによる調整の後D字形の爪形

文もしくは刺突文が施されている。27・ 33・ 36・ 37・ 39は内面に二枚貝による条痕後ナデによる調

整がされ、外面にナデによる調整の後C字形の連続爪形文が施されている。28は内面は二枚只によ

る条痕による調整がされ、外面はナデ後C字形の連続爪形文が施されている。38は内面は二枚貝に

よる横条痕後ナデによる調整がされ、外面はナデによる調整の後C字形の連続爪形文が施されてい

る。 4・ 5,16・ 25は鉢の口縁部片で、13・ 22・ 42～ 45は鉢の体部片である。 4は内面は二枚貝に

よる条痕後ナデ、日唇は面取りぎみの横ナデによる調整がされ、外面はナデによる調整の後D字形

1.耕作土層
2黒掲色土層 (床締土)
3.灰白褐色土層 (客土)
4.黒色土層 (第1黒色土)
5黄反白色砂質土層 (第 1ハイカ)
6.黒灰褐色土層 (第2黒色土)
7.明反茶色砂質土層 (第 2ハイカ)
3.漆黒色土層 (第 3黒色土)
9灰責白色土層 (第 3ハイカ)
(スケールは11200)

°
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第70図  D区第 3黒色上下層遺物出土分布図 (1:400)
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